




要約:(1)HBV 母子感染の防御とウイルス変異との関係,(2)HBe 抗体陽性母より生まれた児

の予後調査,の 2 点に関して研究を行った。(1)では.HBs 抗原早期陽転キャリア化例およ

び後期陽転キャリア化例とその母親,およびキャリア化は認めないも HBs 抗原が一過性に

陽転した例(生後 6 ヵ月時)と HBc 抗体のみ再上昇を認め、高値が持続した例(生後 9 ヵ月

時)を対象とし,HBV の S 遺伝子の塩基配列を解析した。前者では母子共に従来から報告さ

れている野性株であったのに対し、後者では両者とも変異を認めた。(2)では,無予防処置

例の児の中で HBe 抗原・抗体共に陰性例の母親から生まれた児に肝機能異常を認めた。


